
　　　　　　　　　　　　調査者の氏名： 　　男　女 調査日 年　 月　　日

　　　　年齢：　　20代　　　30代　　　40代　　　50代　　　60代　　　70代以上
　　　　調査場所（市町村名・字名まで）：
　　　　職　業：　非農家　　農家（専業）　　農家（１種兼業）　　農家（２種兼業）
　　　　草花調査への参加回数：　　今回が初めて　　　２回目　　　３回目以上

白い花（※該当するものに○）

No．
個
人

全
体

名　　前
（▲印は外来種，
◎は絶滅危惧種）

記載
ペー
ジ

名前だ
け知っ
ている

見たこ
とがあ
る

よく
知って
いる

はじめ
て覚え
たもの

名前と
姿が

一致し
たもの

確実に
覚えた
もの

不安に
なった
もの

1 タネツケバナ（種漬け花） 10
2 ナズナ（薺） 10
3 マメグンバイナズナ（豆軍配薺）▲ 10
4 イヌホオズキ（犬鬼灯） 11
5 シロバナサクラタデ（白花桜蓼） 11
6 ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ（阿蘭陀耳菜草）▲ 12
7 ミミナグサ（耳菜草） 12
8 ノミノフスマ（蚤の衾） 13
9 コハコベ（小繁縷） 13

10 ウシハコベ（牛繁縷） 13
11 シロバナタンポポ（白花蒲公英） 14
12 タカサブロウ（高三郎） 14
13 ハルジオン（春紫苑）　▲ 14
14 ヒメジョオン（姫女苑）　▲ 14
15 ヒメムカシヨモギ（姫昔蓬）　▲ 15
16 オオアレチノギク（大荒地野菊）▲ 15
17 ヒヨドリバナ（鵯花） 15
18 ツボスミレ（坪菫） 11
19 シロツメクサ（白詰め草）　▲ 17
20 ヘラオオバコ（箆大葉子）　▲ 18
21 チガヤ（茅萱） 17
22 メリケンカルカヤ（米利堅刈萱）▲ 17
23 ススキ（薄） 17
24 ヘクソカズラ（屁糞葛） 16

黄色い花（※該当するものに○）
25 トウダイグサ（灯台草） 18
26 イヌガラシ（犬芥子） 18
27 スカシタゴボウ（透かし田牛蒡） 19
28 コイヌガラシ（小犬芥子）　◎ 19
29 コマツヨイグサ（小待宵草）　▲ 19
30 メマツヨイグサ（雌待宵草）　▲ 19
31 ヒメオトギリ（姫弟切） 20
32 コケオトギリ（苔弟切） 21
33 コモチマンネングサ（子持万年草） 21
34 オヘビイチゴ（雄蛇苺） 21
35 ヘビイチゴ（蛇苺） 21
36 カタバミ（酢漿草） 22
37 ウマノアシガタ（馬の足形） 22
38 キツネノボタン（狐野牡丹） 22
39 タガラシ（田芥子） 22
40 コナスビ（小茄子） 23
41 スベリヒユ（滑り筧) 23
42 ノカンゾウ（野萱草) 23
43 ヤブカンゾウ（藪萱草) 24
44 ハギダメギク（掃溜菊）　▲ 24
45 セイヨウタンポポ（西洋蒲公英）▲ 24
46 在来タンポポ類（在来の蒲公英） 24
47 ブタナ（豚菜）　▲ 25
48 オオジシバリ（大地縛り） 25
49 オニタビラコ（鬼田平子） 25
50 コオニタビラコ（小鬼田平子） 25
51 ノゲシ（野芥子） 26
52 オニノゲシ（鬼野芥子）　▲ 26

小計①

草花調査シート

（調査前に記入） （調査後に記入）確認種
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黄色い花（※該当するものに○）

No．
個
人

全
体

名　　前
（▲印は外来種，
◎は絶滅危惧種）

記
載
ペ
ー

名前だ
け知っ
ている

見たこ
とがあ
る

よく
知って
いる

はじめ
て覚え
たもの

名前と
姿が

一致し
たもの

確実に
覚えた
もの

不安に
なった
もの

53 アキノノゲシ（秋の野芥子） 26
54 ノボロギク（野襤褸菊）　▲ 26
55 ハハコグサ（母子草） 27
56 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ（背高泡立草）▲ 27
57 ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ（亜米利加栴檀草）▲ 27
58 センダングサ（栴檀草） 27
59 タウコギ（田うこぎ） 28
60 コメツブツメクサ（米粒詰め草）▲ 28
61 ヤブツルアズキ（藪蔓小豆）

赤い花（※該当するものに○）
62 スイバ（酸い葉） 29
63 サナエタデ（早苗蓼） 29
64 イヌタデ（犬蓼） 29
65 ミゾソバ（溝蕎麦） 30
66 アメリカフウロ（亜米利加風露）▲ 30
67 ゲンノショウコ（現の証拠）　 30
68 ムラサキカタバミ（紫傍喰）　▲ 31
69 アゼムシロ（畦蓆） 31
70 ミゾハギ（禊萩） 32
71 ツルボ（蔓穂） 32
72 ヒガンバナ（彼岸花） 32
73 ヒルガオ（昼顔） 32
74 コヒルガオ（小昼顔） 33
75 キツネアザミ（狐薊） 33
76 ノアザミ（野薊） 33
77 アゼガヤ（畦茅） 33
78 ムラサキツメクサ（紫詰め草）　▲ 34
79 ｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ（荒地盗人萩）▲ 35
80 ツルマメ（蔓豆） 34
81 ホトケノザ（仏の座） 35
82 ヒメオドリコソウ（姫踊子草）　▲ 35
83 ネジバナ（捩花） 35
84 キツネノマゴ（狐の孫） 36
85 アゼナ（畦菜） 36
86 アメリカアゼナ（亜米利加畦菜）▲ 36
87 タケトアゼナ（タケト畦菜）　▲ 36
88 スズメノトウガラシ（雀の唐辛子） 37
89 アゼトウガラシ（畦唐辛子） 37

青い花（※該当するものに○）
90 オオイヌノフグリ（大犬ﾉ陰嚢）　▲ 37
91 タチイヌノフグリ（立ち犬ﾉ陰嚢）▲ 38
92 スミレ（菫） 38
93 タチツボスミレ（立坪菫） 38
94 キュウリグサ（胡瓜草） 38
95 ハナイバナ（葉内花） 39
96 ニワゼキショウ（庭石菖）　▲ 39
97 ジャノヒゲ（蛇の髭） 39
98 キキョウ（桔梗）　◎ 40
99 ツリガネニンジン（釣鐘人参） 40

100 ヨメナの仲間（嫁菜） 40
101 サギゴケ（鷺苔） 40
102 トキワハゼ（常磐黄櫨） 41
103 マツバウンラン（松葉海蘭）　▲ 41
104 キランソウ（紫藍草） 41
105 カキドオシ（垣通） 42
106 トウバナ（塔花） 42
107 ツユクサ（露草） 42
108 カラスノエンドウ（烏野豌豆） 42
109 カスマグサ 43
110 スズメノエンドウ（雀野豌豆） 43
111 クズ（葛） 43
小計②

（調査前に記入） （調査後に記入）確認種
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緑っぽい花

（※該当するものに○）

No．
個
人

全
体

名　　前
（▲印は外来種，
◎は絶滅危惧種）

記
載
ペ
ー

名前だ
け知っ
ている

見たこ
とがあ
る

よく
知って
いる

はじめ
て覚え
たもの

名前と
姿が

一致し
たもの

確実に
覚えた
もの

不安に
なった
もの

112 ギシギシ 45
113 エゾノギシギシ（蝦夷ギシギシ）▲ 45
114 スズメノカタビラ（数の子草） 46
115 カズノコグサ（数の子草） 46
116 イヌムギ（犬麦）　▲ 46
117 カヤツリグサ（蚊帳吊草） 48
118 コゴメガヤツリ（小米蚊帳吊） 48
119 ハマスゲ（浜菅） 48
120 ヤナギタデ（柳蓼） 54
121 イヌビユ（犬筧） 49
122 ヒナタイノコズチ（日向猪小槌） 49
123 シロザ（白藜） 50
124 オオバコ（大葉子） 50
125 ツボミオオバコ（蕾大葉子）　▲ 50
126 スズメノテッポウ（雀の鉄砲） 50
127 セトガヤ（瀬戸茅） 51
128 ネズミムギ（鼠麦）　▲ 54
129 エノコログサ（狗尾草） 51
130 アキノエノコログサ（秋の狗尾草） 51
131 コツブキンエノコロ（小粒金狗尾） 51
132 カモジグサ（髢草） 55
133 アオカモジグサ（青髢草） 55
134 シマスズメノヒエ（島雀野稗）　▲ 56
135 タチスズメノヒエ（立ち雀野稗）▲ 48
136 ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ（紀州雀野稗）▲ 56
137 メヒシバ（雌日芝） 56
138 オヒシバ（雄日芝） 57
139 エノキグサ（榎木草） 53
140 ザクロソウ（石榴草） 53
141 ヤブガラシ（藪枯らし） 53
142 カラムシ（殻蒸し） 55
143 オオオナモミ（大雄菜揉み）　▲ 49
144 ヨモギ（蓬） 49
145 チチコグサ（父子草） 44
146 チチコグサモドキ（父子草擬き）▲ 45
147 ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ（裏白父子草）▲ 45
148 トキンソウ（吐金草） 52
149 チドメグサ（血止め草） 52
150 ヒメクグ（姫くぐ） 52
151 ノビル（野蒜） 52
152 コニシキソウ（小錦草）　▲ 53
153 スギナ（杉菜） 57
154 ワレモコウ（吾亦紅） 58
155 チカラシバ（力芝） 58
小計③

畦の草花に対する思いを書いてみよう！（好きな花や，遊んだ思い出などなど）

（調査前に記入） （調査後に記入）確認種
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その他に見られたもの

No．
個
人

全
体

名　　前
（▲印は外来種，
◎は絶滅危惧種）

はじめ
て覚え
たもの

名前と
姿が

一致し
たもの

確実に
覚えた
もの

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(10)
(11)
(12)
(13)
(14)
(15)
(16)
(17)
(18)
(19)
(20)
(21)
(22)
(23)
(24)
(25)
(26)
(27)
(28)
(29)
(30)
(31)
(32)
(33)
(34)
(35)
小計④

外来種数 確認種合計
畦の健全度指標のひとつ，帰化率を求めてみよう。
　帰化率（％）＝外来種数／確認された種数×100

調査した畦はどのような畦なのか調べてみよう。

　１）畦の形状は？ １．土の畦　　　２．石組み　　　３．コンクリート

　２）畦塗りは行っているか？ １．いいえ　　２．はい（片側だけ）　　３．はい（全面）

　３）草刈りの回数と時期は？ 年に 回 時期：（　　　　　　　　　　　　）

　４）除草剤を散布したことがあるか？ 　　１．ない　　２．ある（毎年）　３．ある（　　年前）

　５）ほ場整備はいつ頃？ １．今までほ場整備したことがない
２．昭和・平成　　　　年頃

合計（小計①＋小計②＋小計③＋小計④）

そのうち図鑑掲載数（①＋②＋③）

そのうち外来種数

（調査後に記入）

×100＝
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